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乳幼児社会性発達の プ ロ セ ス ス ケ
ー

ル に関する研究 

○鶴宏史　　　　米倉裕希 子　　　和知富士 子　　　安藤忠　　　　　中新井澪 子　　　　　川原 佐 公

（神戸親和女子 大学） （大阪府立大学大学院）　　 （堺市役所）　　 （神戸 親和 女 子大 学）　 （大阪市私立幼 稚園連合会）　　（桜花学園大 学）

［は じめ に］

　本発 表 は、「乳幼児 社会性発達の プ ロ セ ス ス ケー
ル に

関す る研究  」 に引き続き、個別 の 事例をあげて 、こ ・

の ス ケール の実践で の 活用に つ い て 報告す る。

［事　例］

生 年 月 ：平 成 10年 9 月

障害名 ： 軽度発達遅滞、自閉的傾向

生育歴 ： 出産 時身長47   、体重 2230g （満期出産）、

　　　定頸 4 ヶ 月、遣 う8 ヶ 月、始歩 1歳 1 ヶ 月 。 3

　　　歳児健 診 で視線 が合 わ ない 、落ち着き がない 、

　　　言 葉が 遅 い 等 を指摘 され、病院で 検査 を受ける 。

　　　新版 K 式 で DQ58 、　DA1 ：10
。
3 歳 6 ヶ 月で 保

　　　育所入所。

既往歴 ：ぜ ん そ く。時折、吸入するが 日常生活 に は支

　　　障が ない 。

家族 　 ：母 、兄、本児の 3 人家族。本児が 2歳 の 頃に

　　　離婚。母方祖母は 近所に 居住 して い る が 体調 を

　　　崩して い る。母親は 仕事 と祖母の 世話の た め 多

　　　忙で、本児や 兄 とゆっ くりとか か われて い ない
。

● 1 回 目の チ ェ ッ ク時点で の発達状況 （3歳 7 ヶ 月）

行動 ；機関車 ト
ー

マ ス がお気に入 りで 、よ く絵本を 見

　　る 。 落ち着きがなく動き回 る 。 様々 な物に 手を出

　　す が、用途 に 応 じた使用はで きず長続き しない
。

　　生活 の 流れ の 中で次の 行動に移 りに くい 。

言 語 ；単語 レ ベ ル （「トーマ ス 亅 「バ バ 」）で あるが、言

　　語表出に 比 べ て 言語 の 理 解は 高 い。要求 は ク レ
ー

　　ン 。 視線が 合い に くい。

〈 1 回目ス ケ
ー

ル チ ェ ッ ク〉

　全項 目に おい て 、0 ・1歳代 で あ り、タイプ 1 の 未熟

型 で あっ た。

A ：入 所 当初 は ス ムーズ に 母子 分離が で きた が、しば

　ら くす る とレベ ル 2、3 の 行動が 目立 っ て きた。．

B ： 入所当初は緊張もほ とん ど見 られなか っ た が 、 す

　ぐに 極度 の 不安
・
緊張 が現れた。

C ：様々 な物に 手を出すが 、長続きは しない
。

D ： 制止 されもそ の 保 育者 を 見 るだ けで 、感覚的な理

　解は して い ない よ うに思 われ る。

E ： 自己 の 衝動 に任せ て 行動す るこ と が多い 。

F ： 社会的微笑や人見知 りなどの 状況に応 じた感情が

　表出され る。

G ：集団の 激 しい 動き
’
な どに 関心を示 し て い るの か、

　時折集団を見るこ とが あ る 。 接近 は し ない
。

H ： 保育者 に対 して不安や緊張を示 す こ とは ない
。

1 ：他児 の 大きな声や歌声 に は注意を向ける。

J ：他児 と保育者 との 関わ りに は ほ とん ど無関心で あ

　るが、楽しそ うに して い る時 （笑う、歌うなど）は

　注 目 して い る。

＜ 保育所 で の対応 ＞

1．しばらくの 間、本児の 気 に入 っ た場所で、好きな

　こ と を させ （危険 な場所
・
行為 は 除 く）、保育者 が

　そ れ に 付 き添 うこ とで 、共有す る経験 を重視 し、本

　児と保育者 との 一
対
一

の 関係を強め 、情緒の 安定 を

　図 り、保育者 との 関係 を よい もの に す る （B 及び H

　へ の対応）。

2 ，本児か らの コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を見逃さず、適切

　に返 して い く。ま た、場面 に応 じた言葉か けを行 う。

3 ．母親 の 状況 を受容 し、寄 り添い 、共 感 的理 解 を持

　っ て 関わっ て い く （A 及 び B へ の 対応）。

●2 回目の チ ェ ッ ク 時点で の 発達状況 （4 歳 6 ヶ 月）

　母親自身も現在 の 生活 に慣れ、ま た、保育者との 関

わりの 中で子育て に 関す る相談等 をす る よ うに な っ て

きた。

行動 ；保育所 で の 生活 に慣れ、情緒的に も安定 し、自

　　分で で き る こ とも増 え て きた 。 手伝 お うとす る と

　　 「イ ヤ 亅 と拒否す る揚面も見られる。保育者との

　　関係 は 良好で 、保 育者 に抱 っ こ された り、こ ち ょ

　　こ ち ょ され るの を好 む。他児 か らの 働きか けを嫌

　　が るこ とは ない が、自ら働きか けるこ とは ほ とん

　　どない 。 集団遊 び で は、保育者が呼ぶとその 場に

　　い るが、す ぐに離れ る。

言語 ；「こ れ と っ て 」 「ト
ー

マ ス 好 き」 な ど二 語 文。

〈 2 回目ス ケ
ー

ル チ ェ ッ ク 〉 　　　　　　
’

　A 、 B 、
　 D 、　 E、’H の 項 目に 比 して、　 C 、　 F 、　 G

、

・1、

J の 項目が 年相応 の発達よ り低 く、タイプ 皿 に近い 形

を示 して い る。　 　　 　　 　　　 　
圏
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C ：保育者の 動きを模倣する場面 が 見られる。

F ： 手伝 われ た り、他児の働きか けに対 して 「イヤ」

　 と拒否する。

G ：特定の 歌や遊び に 対 して 注 目す る とい っ た行動 が
．

　見 られ る。接 近 は しない 。

1 ： 他児の 持づお もちゃ や絵本をとろ うとし て 拒否 さ

れ たり、渡 され た 場合、他児の 顔 を見 た りす る 。

J ：他児 と保育者 とめ 関わっ て い る時に、保育者に近

　づ い て くる。

＜ 保育所 での 対応 ＞

1 ．保育者とp関係が安定 しiきたと考ネられ るの で 、

　
一

対 「
め関係か ら少 しずつ対人関係が広 が る よ う

　な環境を構成する。具体的に は 保育者 と本児との 関

　わ りの 中で 他児 が接近 した 時に は子 ど も同 士 で 関

　われ る よラな援助 を行 廴 逆の 場合も同様 に 援助す

　る （G ．
’
　 lgJ へ の 援助）。

2．好 きな遊びを士分に楽 しみなが ら、遊び の 幅や 興

　甚の 対象を拡げて い く （C 及び 1への 援助）
’
。

3 ．自分 で で き る こ とほゆ？く りで い い の で 、最後ま

　でや ろうとす る気持 ち を大切 にする。　
‘

4
， 母親の 状況を受容し、．寄 り矯い 、共感的理 解を持

　っ そ関わっ て 吟く ・ また ・ 相談に応 じなが ら・本児

　の 保育所 で の 様子 も伝えて い く。

●3 回目の チ ェ ッ ク時点で の 発達状況 （5 歳 6 ヶ 月）

行動 ；2 年間の 保育所生 活で 、生活面 で で き る こ とが

　　増 え、安心 して遊べ る よ うに なる。 他児や集団 に

　　対す る関心は 2．回目の チT ッ ク時点よ り強ま り、

　　自ら他児に働きか けた り、
’
集団への 参加は困難 で

　　あるが、保育者 の 援助 が あ乳ば可能 で ある。家庭

　　 にお い て も安定 し て い る。

言語 ； ほ とん ど二 語 文 で ある。

＜3 回目ス ケ
」 ル チ ェ ッ ク＞

　 2 回 目の チェ ．ッ ク時点で 低 か っ た C、F 、　 G 、1、　 J

の 項 弓の う．ち　G、．1、J ｝ヰ3歳代 で と どま っ て い る。

d ：他児 が ト厂
÷ス あ絵本 を 見 て いる と さっ と手を伸

　　ば しケン カ になる。

G ：好きな歌や踊りに なると集団と同 じ行動を とる。

　　他児 との 関わ りは な い
。　　　　

‘

1 ：保育者の 援助 が あれば、他児ど関われ る 。

J ： レベル 5Ar7 の 間 め行動 が見 られ、他児を意識を

匹 か るど勵 樋
が

ン
諸 関卿 成立 まで に

嚀
　 らてい ない。　　、

≦保育所での対応》　．．．．

　昨年 に 引き続ぎ （2 面目の チ ェ ッ ク 時点）、同 じ対応

で 取 り組むご．とに した e
’．　 ．・・

［考　察］

　本事例 で は、保育所入 所す ぐの チ ェ ッ クで タイ プ ll
「未熟型 」 で あ っ た。1 年 目は、保 育者 との

一
対
一

の

関係 を軸 に子 どもの 情緒の 安定 を図 る こ と と、言 葉や

身辺 処理 、集団へ の 参加 に 関 しで は 子 どもの 浸一
ス に

合わせ るこ どに 目標を置い て 、 援助を行り た 。 同 時 に

家庭の 状況も考えて 、
E
母親 へ の 働きか け も平行 して 行

っ た。こ の ような対応によっ て情緒面や保育者 との 関

係が 安定 し、保育所で の 生 活に徐 々 に 慣れ て い っ た。
’

　2 向目め チ ェ ッ クで は 、 タ イ プ皿 「D
’
型」 へ 移行 し

てい る。保育者との 良好な関係 が形成きれて、
幽
保育者

の 動きを模倣 した り、自己 主張も見られ る ようになっ

た。自己 主張や主体性の 尊重、場 面 に応 じた言葉 か け、

言語の 発達な どに よっ て 制限の 理 解や 自己制御 の 発 達

も促 され た と考え られ る。

　3 回 目の チ ェ ッ クで は、2 回 目ゐチ ェ ッ ク に 比べ て

タイプ 1 「標準型 」
へ と広 が っ て は きて い 毳 他児

．
と

の 関係や集団 へ の 参加に関して は年齢相応に達 して い

な い が、他 児 に対 す る 関心 が現 れ 、ま た、保 育者 の 援

助が あれば 関わ るこ とも可能 となっ た。今後も、他児

との 交流や集団参加 へ の 援助が課題 となつた。

　この よ うに ス ケール を用 い る こ とで 、 保育の 手 立て

や援助の 見通 しが 立七る こ とができた。
幽
、

1

匸

図　社会性堯達の 変化

A

、

F
引

D

E

（3 歳
「
7 ケ 月）　　（4 歳 6 ケ 月） （5歳 6 ケ月）

／
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